3[image: image1.jpg]PERPUSTAKAAN

UNNES





ABSTRAK
Ratriyani, Veni. 2010. Kandoushi Dalam Komik Tenshi no Koi Volume 1. Skripsi. Jurusan Bahasa dan Sastra Asing. Fakultas Bahasa dan Seni. Universitas Negeri Semarang. Pembimbing 1. Dra. Yuyun Rosliyah, M.pd, pembimbing 2. Andy Moorad Oesman, S.Pd., M.Ed.

Kata kunci: kandoushi, jenis, pembentukan

Kandoushi dalam bahasa Indonesia berarti kata seru. Kandoushi adalah kata tunggal yang berbeda dengan kelas kata lain dan dapat digunakan untuk mengungkapkan perasaan (kandou), panggilan (yobikake), jawaban (outou), dan persalaman (aisatsu). Kandoushi bagian dari klasifikasi kata yang sering dijumpai dalam komunikasi sehari-hari, sehingga kandoushi  banyak ditemukan dalam karya sastra, terutama adalah komik yang banyak menggambarkan kehidupan sehari-hari yang diungkapkan dengan gambar (situasi dan tokoh) serta dialog antar tokoh yang ada di dalamnya.

Penelitian ini bertujuan untuk mengetahui jenis kandoushi berdasarkan fungsinya dan pembentukan kandoushi berdasarkan kelas katanya dalam komik Tenshi no Koi volume 1. Pendekatan penelitian yang dilakukan dalam penelitian ini adalah pendekatan deskriptif kualitatif, yaitu mendeskripsikan jenis kandoushi berdasarkan fungsinya dan pembentukan kandoushi dalam kalimat berdasarkan kelas katanya yang terdapat dalam komik Tenshi no Koi volume 1 berdasarkan teori yang terkait. Teknik pengumpulan data dalam penelitian ini menggunakan teknik pustaka. Teknik yang digunakan untuk menganalisis data yaitu dengan teknik Pilah Unsur Penentu (PUP).
Hasil penelitian menunjukkan bahwa berdasarkan kelas katanya, jenis kandoushi yang terdapat dalam komik Tenshi no Koi volume 1 terdapat empat jenis, yaitu; kandou (mengungkapkan perasaan), yobikake (mengungkapkan panggilan), outou (mengungkapkan jawaban), dan aisatsu (mengungkapkan persalaman). Dari keempat jenis kandoushi tersebut, pada komik Tenshi no Koi volume 1 jenis kandoulah yang sering digunakan. Terdapat beberapa kandoushi yang sama tetapi memiliki fungsi yang beda. Misalnya: kandoushi a yang ternyata selain mengungkapkan rasa terkejut, ditemukan pula kandoushi a yang mengungkapkan rasa lega dan senang. Terdapat kandoushi yang berasal dari bahasa Inggris, yakni kata “OK”. Pembentukan kandoushi dalam kalimat berdasarkan kelas katanya terdapat beberapa kandoushi yang sama dengan kelas kata lain. Kelas kata lain itu adalah daimeishi, fukushi, dan joshi. 
まとめ
「『天使の恋１』の漫画における感動詞の分析」
キーワード：感動詞、種類、形成
I. 背景

感動詞というのは感動、呼びかけ、応答、挨拶を表す単語である。それで日常のコミュニケーションで感動詞はよく使われている。日常のコミュニケーションでよく使われているため、感動詞も漫画のような日常生活を描写する文学作品によく書いてある。漫画に書いてある感動詞の種類と形成を知るために研究を進めたいと思う。本研究の対象となる漫画は『天使の恋１』である。
II. 基礎的な理論
1. 感動詞の定義　
林（1990）は「感動詞とは話し手が自分の感動、英断などの感情を音声として表す。相手に対する呼びかけや応答として発する感動詞とがある (p.460)。」。
http://www.interq.or.jp/pluto yassy/kandoushi.htmは「一般に感動詞とは自立語で活用がなく、付属語をつけて用いることがなく、常に独立の文節となって、感動‧呼びかけ‧応答‧挨拶を表す単語を言う。(『現代新国語辞書』(1994、学研)) とされている。」。
2. 感動詞の種類
寺田は「感動詞の種類は機能によって、四種類ある。それは感動、呼びかけ、応答、挨拶である。」(Sudjianto, 2004:110)。
a. 感動

Sudjianto （2004）によると、感動とは「『まあ、おい、ええ、そら、ほら、ははあ、など』のような楽しい、怒る、悲しい、驚き、恐い、心配、失望などのような感情を表す感動詞である（p.111）。」。
b. 呼びかけ

Sudjianto （2004）によると、呼びかけとは「『おい、もしもし、さあ、ね、それ、など』のような他人に対するの呼びかけ、誘い、提案、注意を表す感動詞である（p.114）。」。
c. 応答
Sudjianto （2004）によると、応答とは「『はい、いいえ、そう、うん、いや、など』のような他人の話しに対するの応答だけではなく他人の話しや意見に対するの反応や見解を表す感動詞である（p.115）。」
d. 挨拶

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%8C%A8%E6%8B%B6によると、挨拶は「『こんにちは、お早う、ありがとう、今晩は、さようなら、お休みなさい』のような新たに顔を合わせた際や別れ際に行われる、礼儀として行われる定型的な言葉や動作のことを指す。また、式典などで儀礼的に述べる言葉を表す感動詞である。」。
3. 文中における感動詞の形成
日本語の文中においては感動詞はもともと感動詞以外、他の品詞（代名詞、副詞、助詞）に含まれる単語もある。しかし文中においてはある単語は感動詞か他の品詞かを知るために文中での機能や位地でを理解しなければならない。
a. 感動詞にも代名詞にも含まれる単語
感動詞にも代名詞にも含まれる単語は「これ、どれ、こら、そら、あら、なになど」である。
b. 感動詞にも副詞にも含まれる単語
感動詞にも副詞にも含まれる単語は「ああ、そうなど」である。

c. 感動詞にも助詞にも含まれる単語
感動詞にも助詞ににも含まれる単語は「ね、は、へなど」である

III. 研究の順序
本研究の順序は次のようである。
1． 『天使の恋１』の漫画を読む。
2． 『天使の恋１』の漫画に書いてある感動詞を見つける。
3． 機能によって、その感動詞を分類する。
4． その感動詞の形成を分析する。
5． まとめる。
IV. 研究の結果

『天使の恋１』における感動詞の種類と形成の分析の結果は次のようである。
1. 『天使の恋１』の漫画における感動詞は機能によって、四種類ある。これは感動（108データ）、呼びかけ（24データ）、応答（52データ）、挨拶（23データ）である。この漫画によく出る種類は感動である。

2. 『天使の恋１』の漫画においては同じ単語でも機能が違う感動詞もある。例えば、

a. 『あ！メール』

b. 『あ..笑った... 笑った』

aの「あ」は驚きを表すが、bの「あ」はほっとしたと言う感じを表す。
3. 感動詞の形成については『天使の恋１』における感動詞は他の品詞（代名詞、
副詞、助詞）に含まれる単語もある、それらは次のようである。
a. あれ：
あれ？トモ子寝てる？
「感動詞」
あれを見てごらん。
「代名詞」
b. ああ：
ああ　ユウジ君ハイブランド好きだもんね。
「感動詞」
いつも　ああなんだから。


「副詞」
c. ね　：
ね！泣ちゃだめだよ！
「感動詞」
今度見せてね!

「助詞」
D
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